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羽
仁
も
と
子
、吉
一
夫
妻
が
大
正
10
年
（
１

９
２
１
年
）
に
開
校
し
た
自
由
学
園
の

校
舎
と
し
て
、
自
由
学
園
明
日
館
は
大
正
14
年

に
完
成
し
た
。

　

設
計
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
人
の
建
築
家
フ
ラ

ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
。
日
本
に
お
け
る
ラ

イ
ト
の
右
腕
と
呼
ば
れ
、
ま
た
羽
仁
夫
妻
の
友

人
で
も
あ
っ
た
建
築
家
の
遠
藤
新あ
ら
た

が
、
帝
国
ホ

テ
ル
設
計
の
た
め
に
来
日
し
て
い
た
ラ
イ
ト
と

羽
仁
夫
妻
を
引
き
合
わ
せ
た
。

　

新
時
代
の
形
成
の
た
め
に
女
性
や
子
ど
も
の

教
育
を
重
視
し
、「
生
活
」
を
学
び
の
中
心
に

据
え
る
と
い
う
羽
仁
夫
妻
の
信
念
に
、
ラ
イ
ト

は
共
鳴
し
設
計
を
引
き
受
け
た
と
い
う
。

　

ラ
イ
ト
は
、「
簡
素
な
外
形
の
な
か
に
す
ぐ

れ
た
思
い
を
充
た
し
め
た
い
」
と
い
う
羽
仁
夫

妻
の
思
い
を
基
調
と
し
、
自
由
学
園
の
設
計
を

完
成
さ
せ
た
。

　

建
築
の
特
徴
は
、
高
さ
を
抑
え
水
平
線
を
強

調
し
た
屋
根
、
窓
や
ド
ア
の
幾
何
学
的
な
デ
ザ

イ
ン
な
ど
で
あ
る
。「
プ
レ
イ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

（
草
原
様
式
）」
と
呼
ば
れ
る
ラ
イ
ト
の
作
風

が
、
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

ホ
ー
ル
の
窓
は
、
高
価
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

を
使
用
す
る
代
わ
り
に
、
木
製
の
窓
枠
や
桟
を

幾
何
学
模
様
に
配
し
て
工
費
を
抑
え
つ
つ
ユ
ニ

ー
ク
な
空
間
構
成
を
実
現
す
る
な
ど
、
ラ
イ
ト

は
限
ら
れ
た
工
費
の
な
か
で
い
か
に
空
間
を
充

実
さ
せ
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
尽
力
し
た
。

　

平
成
９
年
（
１
９
９
７
年
）
に
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

自由学園 明
み ょ う

日
に ち

館
か ん

東京のレトロ建築を歩く 第  12  回

ホールの大きな窓は、高価なステンドグラスの代わりに
窓枠に幾何学模様を配し、工費を抑えたという

名　称　自由学園明日館
所在地　�東京都豊島区西池袋2-31-3
完　成　大正14年
設計者　フランク・ロイド・ライト
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最
初
の
入
学
式
が
行
な
わ
れ
た
「
記
念
室
」

「食堂」の照明もライトによりデザインされた
ホールの椅子も、ライトあるいは遠藤の手によるといわれる

ホールが印象的な自由学園明日館


